
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域のちから推進部 地域調整課 

（令和８年１０月現在） 

町会・自治会への 

助 成 制 度 一 覧 

（令和８年度版） 
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【やりたいことから助成制度を探す】 
１ 加入促進活動を行いたい 

（１）加入促進支援・子ども向け地域活性化事業助成 

  ア 活動周知や加入促進を行うチラシ作成・ポスティング費用 【Ｒ８拡充】 ··············· ３ 

  イ 町会・自治会未加入世帯も参加できる子ども向けイベント費用 【Ｒ８拡充】 ··········· ４ 

（２）地域活性化事業助成 ································································· ５ 

２ 盆踊りなどの行事でやぐら・舞台を設置したい 

（１）行事に係る舞台設置等の事業助成 【Ｒ８新規】 ··································· ６～７ 

３ 掲示板を設置、建て替え、修繕したい 

（１）掲示板設置費用助成 ····························································· ８～９ 

４ 防災倉庫を設置、建て替え、修繕したい 

（１）自主防災倉庫設置事業助成 ··················································· １０～１１ 

５ 町会・自治会行事に使用する物品を購入、追加したい 

（１）活動用テント購入助成 【Ｒ８拡充（令和１０年度まで）】 ························· １２ 

（２）活動活性化用物品助成 

  ア 活動活性化用物品 ······························································· １３ 

  イ 加入勧誘時配付用物品 ··························································· １４ 

  ウ デジタル回覧板導入物品 ························································· １５ 

６ 防犯パトロールに使用する物品を購入、追加したい 

（１）地域防犯活動助成 ································································· １６ 

７ 防犯カメラを設置したい 

（１）地域における見守り活動支援事業補助金 ·············································· １７ 

８ 私道防犯灯を設置、取り替えたい 

（１）私道防犯灯設置助成 ······························································· １８ 

９ 会館・土地の賃借料、会議室の使用料の助成を受けたい 

（１）会館等賃借料及び借用施設の使用料助成 

ア 会館・土地の賃借料 ····························································· １９ 

イ 借用施設の使用料 ······························································· ２０ 

10 会館の建設、修繕等を行いたい 

（１）会館整備事業助成 

ア 建設、修繕、用地取得 ··························································· ２１ 

イ 不動産登記に伴う法定手続き費用·················································· ２２ 

11 環境に貢献する活動をしたい 

（１）環境基金助成 ····································································· ２３ 
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≪参考≫ 

１ 助成金の活用事例 ··········································· ２４～２７ 

２ 相談窓口 ······················································ ２８ 
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１ 加入促進活動を行いたい 

（１）加入促進支援・子ども向け地域活性化事業助成 

ア 活動周知や加入促進を行うチラシ作成・ポスティング費用 【Ｒ８拡充】 

助成対象事業 

町会・自治会に関する活動内容の周知及び未加入世帯への加入勧奨を行うためのチ

ラシ、ポスターの作成費用、配布にかかるポスティング費用を助成します。 

※ 他の助成金等との併用はできません。 

対 象 団 体 

及 び 

助 成 金 額 

① 町会・自治会・・・・・・・・・・・・上限は下記参照 

② 複数の町会・自治会・・・・・・・・・上限 １０万円（対象経費の１０割） 

③ 地区町会・自治会連合会 拡充・・・・上限 ５０万円（対象経費の１０割） 

※ 同一年度内において、「①または②」と「③」それぞれ１回のみ申請が可能です。 

上 記 ① の 

助 成 金 額 

チラシ、ポスターの作成費用、配布にかかるポスティング費用（対象経費の１０割） 

各町会・自治会の総世帯数 助成の上限額 

１～１,０００世帯 １０万円 

１,００１～２,０００世帯 １５万円 

２,００１世帯以上 ２０万円 

※ 総世帯数については地域担当の区民事務所にご確認ください。 

募 集 期 間 

５月１日から１２月末まで 

※ 原則、１日から末日に申請のあったものに対し翌月中旬までに交付決定します

（お急ぎの場合は要相談）。 

チ ラ シ に 

記載する内容 

チラシ、ポスター作成時は以下の４点の記載をお願いします。 

① 『町会・自治会』の名称 

② 『地域の避難所名、避難所を運営しているすべての町会・自治会』の名称 

③ 『加入のための申し込み連絡先』 

④ 『町会・自治会の活動内容』 

例）防犯・防火パトロール、清掃美化活動 

交通安全運動への協力、防犯カメラ・防犯灯の維持管理   等 

留 意 点 

① 交付決定前に支払った経費・実施した事業は助成対象外です。 

② 事業終了後に実績報告書を提出し、３月３１日までに助成金額確定通知書を受

けることが必要です。 

※ 助成金の支払いは、原則、１日から末日に実績報告書の提出があったものに対し翌月

中旬までに助成金額の確定を行い、下旬頃に振込みます（お急ぎの場合は要相談）。 

相 談 窓 口 地域担当の区民事務所（連絡先は２８ページをご覧ください） 

１ 加入促進活動 
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イ 町会・自治会未加入世帯も参加できる子ども向けイベント費用 【Ｒ８拡充】 

助成対象事業 

町会・自治会が主体的となり企画・運営し、町会・自治会未加入世帯も参加でき

る子ども向けに実施するイベント費用を助成します。 

※ 他の助成金等との併用はできません。 

対 象 団 体 

及 び 

助 成 金 額 

子ども向けのイベント費用（対象経費の１０割） 

① 町会・自治会・・・・・・・・・・・・・・・・・１回の上限 ３０万円 

② 複数の町会・自治会が共同で実施する場合・・・・・・・上限１００万円 

（１団体あたり上限 ３０万円） 

※ 同一年度内において、原則１回のみ申請が可能です。 

※ ①の場合のみ、同一年度で２回まで申請が可能です。拡充 

募 集 期 間 

５月１日から１２月末まで 

※ 原則、１日から末日に申請のあったものに対し翌月中旬までに交付決定します

（お急ぎの場合は要相談）。 

対象となる 

経 費 の 例 

① 講師への謝礼       ⑥ 木材等の事業実施に必要な材料代 

② 会議参加者へのお茶代   ⑦ 事業実施のためのイベント保険料 

③ チラシ等の印刷経費    ⑧ 事業参加者に対する参加賞 

④ 郵送料          ⑨ 舞台設営、撤去等の委託経費 

⑤ 事業実施に必要な消耗品  ⑩ 事業実施のための一過性の工事経費  等 

対象外となる 

経 費 の 例 

① 町会・自治会役員や内部団体への謝礼金 

② 食事代、弁当代、アルコール飲料代、茶菓子代 

③ 懇親会や新年会等、懇親のみを目的とする事業経費 

④ 税込単価５０,０００円を超える物品 

⑤ 税込単価１,０００円を超える参加賞  ⑧ 贈答品、記念品 

⑥ 税込単価５,０００円を超える景品   ⑨ 恒久的な設備の工事経費 

⑦ 金券類（商品券、図書カード等）   ⑩ 備蓄用の物品、食品  等 

留 意 点 

① 交付決定前に支払った経費・実施した事業は助成対象外です。 

② 同一年度で２回目を申請する場合、１回目と同じ内容のイベントは申請できません。 

③ 事業終了後に実績報告書を提出し、３月３１日までに助成金額確定通知書を受

けることが必要です。 

※ 助成金の支払いは、原則、１日から末日に実績報告書の提出があったものに対し翌月

中旬までに助成金額の確定を行い、下旬頃に振込みます（お急ぎの場合は要相談）。 

相 談 窓 口 地域担当の区民事務所（連絡先は２８ページをご覧ください） 

１ 加入促進活動 
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（２）地域活性化事業助成 

 

助成対象事業 

新たに実施する事業のうち、町会・自治会が主体的となり企画・運営し、独自

性のある事業に助成します。 

※ 他の助成金等との併用はできません。 

対 象 団 体 

及 び 

助 成 金 額 

① 町会・自治会・・・・・・・・・・・・・・・・・・・上限 ２０万円 

② 複数の町会・自治会が共同で実施する事業・・・・・・上限１００万円 

（１団体あたり上限 ２０万円） 

③ 足立区町会・自治会連合会、地区町会・自治会連合会・上限１００万円 

※ 同一年度内において、「①または②」と「③」それぞれ１回のみ申請が可能です。 

※ 助成を受けた次の年度までは次の申請ができません。 

募 集 期 間 

 

 募集期間 交付決定時期 

第１回 ３月１日から３月３１日 ４月中旬 

第２回 ４月１日から６月３０日 ７月中旬 

第３回 ７月１日から９月３０日 １０月中旬 

第４回 １０月１日から１２月末 １月中旬 
  

対象となる 

経 費 の 例 

① 講師への謝礼       ⑥ 事業実施のためのイベント保険料 

② 会議参加者へのお茶代   ⑦ 事業参加者に対する記念品、参加賞 

③ チラシ等の印刷経費    ⑧ 舞台設営、撤去等の委託経費 

④ 郵送料          ⑨ チラシ等のポスティング委託経費 

⑤ 事業実施に必要な物品   ⑩ 事業実施のための一過性の工事経費  等 

対象外となる 

経 費 の 例 

① 町会・自治会役員や内部団体への謝礼金 

② 食事代、弁当代、アルコール飲料代、茶菓子代 

③ 懇親会や新年会等、懇親のみを目的とする事業経費 

④ 税込単価１,０００円を超える参加賞 ⑦ 恒久的な設備の工事経費 

⑤ 税込単価２,０００円を超える記念品 ⑧ 金券（商品券、図書カード等） 

⑥ 税込単価５,０００円を超える景品  ⑨ 備蓄用の物品、食品  等 

留 意 点 

① 申請書受付後に審査会があります。 

② 交付決定前に支払った経費・実施した事業、過去に助成を受けた事業と同一の

事業と判断できるものは助成対象外です。 

③ 事業終了後に実績報告書を提出し、３月３１日までに助成金額確定通知書を受

けることが必要です。 

※ 助成金の支払いは、原則、１日から末日に実績報告書の提出があったものに対し翌月

中旬までに助成金額の確定を行い、下旬頃に振込みます（お急ぎの場合は要相談）。 

相 談 窓 口 地域担当の区民事務所（連絡先は２８ページをご覧ください） 

１ 加入促進活動 
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２ 盆踊りなどの行事でやぐら・舞台を設置したい 

（１）行事に係る舞台設置等の事業助成 【Ｒ８新規】 

 

助成対象事業 

夏まつりや盆踊り等の行事を実施する際の舞台、やぐら等の設置費用を助成し

ます。 

※ 他の助成金等との併用はできません。 

対 象 団 体 

及 び 

助 成 金 額 

舞台、やぐら等の設置・撤去等費用（対象経費の１０割） 

① 町会・自治会・・・・・・・・・・・・・・・・・・・上限 ４０万円 

② 複数の町会・自治会が共同で実施する事業・・・・・・上限 ８０万円 

（①の４０万円から１団体増えるごとに１０万円を加算） 

※ 同一年度内に①か②のどちらか１回のみ申請が可能です。 

※ １,０００円未満の端数が生じた場合は切り捨てです。 

募 集 期 間 

５月１日から１２月末まで 

※ 対象経費を支払い後に申請してください。 

※ 原則、１日から末日に申請のあったものに対し翌々月中旬までに交付決定しま

す（お急ぎの場合は要相談）。 

※ 助成金の振込み時期について、交付決定後に請求書兼口座振替依頼書を提出いた

だき、原則１か月～２か月後に助成金を振込みます（お急ぎの場合は要相談）。 

助成対象経費 

① 舞台、やぐらの設置・撤去等に係る委託料・賃借料 

② 放送設備の設置・撤去等に係る委託料・賃借料 

③ 放送設備や照明に係る、電気設備の設置・撤去等に係る工事費 

④ テントの設置・撤去等に係る委託料・賃借料 

留 意 点 

① 『町会・自治会未加入世帯も参加できる子ども向けイベント費用助成』や『地域

活性化事業助成』等、その他の助成金を受けて実施した事業は助成対象外です。 

② 懇親会や新年会等、懇親のみを目的とする事業は助成対象外です。 

③ 恒久的な設備の工事経費は助成対象外です。 

④ 申請を行う設置物（舞台・やぐら、放送設備、電気設備、テント）は、すべて写真

を提出する必要があります。事業実施時に必ず写真を撮るようにしてください。 

⑤ 公園内で実施する際は、申請時にパークイノベーション推進課からの許可書が

必要です。許可書の発行方法は７ページをご覧ください。 

⑥ 学校で実施する際は、申請前に学校施設管理課からの承認書が必要です。承認

書の発行方法は７ページをご覧ください。 

相 談 窓 口 地域担当の区民事務所（連絡先は２８ページをご覧ください） 

２ やぐら・舞台設置 

次のページへ続く 
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許 可 書 

発 行 方 法 

公園で実施するためのパークイノベーション推進課への提出書類 

照明等の設置、車の乗り入れ、物品の販売等の営業行為、火気の使用、食品の提供

等がある場合は、内容に応じて確認や調整が必要になることがあります。申請方法の

詳細については、パークイノベーション推進課公園占用・台帳担当にお問い合わせく

ださい。 

① 公園占用申請書 

② 公園占用料減免申請書 

③ やぐら、テント等の仮設工作物を設置する場合は、工作物の位置を記入した平

面図等の現地図 

お問い合わせ先：０３－３８８０－０７９９ 

承 認 書 

発 行 方 法 

学校で実施するための副校長への提出書類 

足立区立学校施設使用申請書 

※ 学校ごとに校庭やその他設備の仕様・状況が異なるため、申請を行う前に副校

長に相談し、舞台、やぐら等の設置が学校活動に支障がないことの確認と、学校

長から使用許可の内諾を得る必要があります。その後、必要書類を副校長から受

け取り必要箇所を記入して副校長に提出してください。申請方法・貸し出しの詳

細については、学校施設管理課管理係にお問い合わせください。 

学校の利用 

に際しての 

注 意 事 項 

① 申請目的以外で使用しないでください。 

② 学校敷地内で喫煙しないでください。 

③ 学校敷地内で飲食または飲酒をしないでください。ただし、教育委員会が承認

した場合を除きます。 

④ 営利・営業を目的に使用しないでください。 

⑤ 入場料を取るなど、施設内で金銭の授受をしないでください。 

⑥ 近隣住民、他の使用者に迷惑を及ぼす行為をしないでください。 

⑦ 宗教的な目的で使用しないでください。 

⑧ 使用承認以降は、学校の指示に従い使用してください。 

⑨ その他、教育委員会の指示を厳守してください。 

※ ご不明な点や詳細につきましては、個別にご相談に応じますので、必ず事前に

学校施設管理課管理係へご連絡ください。 

お問い合わせ先：０３－３８８０－５９６５ 

２ やぐら・舞台設置 
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３ 掲示板を設置、建て替え、修繕したい 

（１）掲示板設置費用助成 

 

助成対象事業 

町会・自治会や行政機関の広報活動を地域住民に周知するために、区域内に設置・

修繕する掲示板の費用を助成します。 

※ 他の助成金等との併用はできません。 

対 象 団 体 

区に登録のある単一の町会・自治会 

※ 同一年度内において１回のみ申請が可能です。 

※ 助成を受けた掲示板は、助成を受けた次の年度の４月１日から起算して１０年

を経過するまでは次の申請ができません。 

助 成 金 額 

 掲示板設置・修繕費用（対象経費の９割） 

各町会・自治会の総世帯数 助成の上限額 

１～１,０００世帯 １０万円 

１,００１～２,０００世帯 ２０万円 

２,００１～３,０００世帯 ３０万円 

３,００１世帯以上 ４０万円 

※ 総世帯数については地域担当の区民事務所にご確認ください。 

※ 一度の申請で設置・修繕を行う掲示板数に制限はありません。 

※ １,０００円未満の端数が生じた場合は切り捨てです。 

募 集 期 間 

５月１日から１２月末まで 

※ 原則、１日から末日に申請のあったものに対し翌月中旬までに交付決定します

（お急ぎの場合は要相談）。 

留 意 点 

① 交付決定前に購入・設置・修繕した掲示板は助成対象外です。 

② 既存掲示板の撤去費用（移設・建て替え等含む）や用地取得に係る経費は助成

対象外です。 

③ 企業等からの助成がある場合は、その金額を差し引いた経費の一部を助成しま

す。事前に地域担当の区民事務所にご相談ください。 

④ 公園内に設置する際は、申請時にパークイノベーション推進課からの許可書が

必要です。許可書の発行方法は９ページをご覧ください。 

⑤ 区道路上に設置する際は、申請時に道路管理課からの許可書が必要です。許可

書の発行方法は９ページをご覧ください。 

⑥ 設置・修繕終了後に実績報告書を提出し、３月３１日までに助成金額確定通知

書を受けることが必要です。 

※ 助成金の支払いは、原則、１日から末日に実績報告書の提出があったものに対し翌月

中旬までに助成金額の確定を行い、下旬頃に振込みます（お急ぎの場合は要相談）。 

相 談 窓 口 地域担当の区民事務所（連絡先は２８ページをご覧ください） 

３ 掲示板 

次のページへ続く 
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許 可 書 

発 行 方 法 

公園内に設置するためのパークイノベーション推進課への提出書類 

（１）区立公園・区立児童遊園 

① 公園施設設置申請書 

② 公園施設使用料減免申請書 

③ 掲示板の寸法がわかる施設構造図 

④ 公園のどの辺りに設置するのかを図示した設置位置図 

（２）プチテラス 

① プチテラス占用申請書 

② プチテラス占用料減免申請書 

③ 掲示板の寸法がわかる施設構造図 

④ 公園のどの辺りに設置するのかを図示した設置位置図 

※ 要綱と照らし合わせ、事前の立会いが必要になるため、申請書だけでは許可書

の発行はできません。申請方法の詳細については、パークイノベーション推進課

公園占用・台帳担当にお問い合わせください。 

お問い合わせ先：０３－３８８０－０７９９ 

区道路上に設置するための道路管理課への提出書類 

① 道路占用許可申請書（３枚複写）１部 

② 図面（案内図、平面図、断面図）各２部 

③ 道路使用許可申請書２部・・・上記②と同じ図面と保安図を２部ずつ添付して

ください。 

④ 道路占用料減免申請書 

⑤ 自治会掲示板設置に関する理由書 

※ 事前の立会いが必要になるため、申請書だけでは許可書の発行はできません。

申請方法の詳細については、道路管理課占用係にお問い合わせください。 

※ 道路交通法第７７条により、道路において工事をしようとする者又は当該工事の

請負人は、所轄警察署長の許可を受けなければならないという規定があります。 

お問い合わせ先：０３－３８８０－５９０７ 

３ 掲示板 
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４ 防災倉庫を設置、建て替え、修繕したい 

（１）自主防災倉庫設置事業助成 

 

助成対象事業 

町会・自治会が防災用資機材等を適正かつ有効に収納・管理するために、区域内に

設置・修繕する防災倉庫の費用を助成します。 

※ 他の助成金等との併用はできません。 

対 象 団 体 

区に登録のある単一の町会・自治会 

※ 同一年度内において１回のみ申請が可能です。 

※ 助成を受けた防災倉庫は、助成を受けた次の年度の４月１日から起算して

１０年を経過するまでは次の申請ができません。 

助 成 金 額 

防災倉庫１棟あたり上限４０万円（対象経費の６割） 

各町会・自治会の総世帯数 倉庫の上限数 

１～１,０００世帯 １ 

１,００１～２,０００世帯 ２ 

２,００１～３,０００世帯 ３ 

３,００１～４,０００世帯 ４ 

４,００１世帯以上 ５ 

※ 総世帯数については地域担当の区民事務所にご確認ください。 

※ １,０００円未満の端数が生じた場合は切り捨てです。 

募 集 期 間 

５月１日から１２月末まで 

※ 原則、１日から末日に申請のあったものに対し翌月中旬までに交付決定します

（お急ぎの場合は要相談）。 

留 意 点 

① 交付決定前に購入・設置・修繕した防災倉庫は助成対象外です。 

② 町会・自治会会館に併設するものは助成対象外です。 

③ 既存の防災倉庫の撤去費用（移設・建て替え等含む）や整地等の土地の造成費

用は助成対象外です。 

④ 助成制度を活用し設置・修繕できる数は、年度にかかわらず上限数までです。 

⑤ 公園内に設置する際は、申請時にパークイノベーション推進課からの許可書が

必要です。許可書の発行方法は１１ページをご覧ください。 

⑥ 学校内に設置する際は、申請前に学校施設管理課からの許可書が必要です。許

可書の発行方法は１１ページをご覧ください。 

⑦ 設置・修繕終了後に実績報告書を提出し、３月３１日までに助成金額確定通知

書を受けることが必要です。 

※ 助成金の支払いは、原則、１日から末日に実績報告書の提出があったものに対し翌月

中旬までに助成金額の確定を行い、下旬頃に振込みます（お急ぎの場合は要相談）。 

相 談 窓 口 地域担当の区民事務所（連絡先は２８ページをご覧ください） 

４ 防災倉庫 

次のページへ続く 
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許 可 書 

発 行 方 法 

公園内に設置するためのパークイノベーション推進課への提出書類 

（１）区立公園 

① 防災資機材倉庫設置・管理許可申請書 

② 防災倉庫の寸法がわかる施設構造図 

③ 公園のどの辺りに設置するのかを図示した設置位置図 

（２）区立児童遊園 

① 児童遊園目的外使用許可申請書 

② 児童遊園目的外使用料減免申請書 

③ 防災倉庫の寸法がわかる施設構造図 

④ 公園のどの辺りに設置するのかを図示した設置位置図 

（３）プチテラス 

① プチテラス占用申請書 

② プチテラス占用料減免申請書 

③ 防災倉庫の寸法がわかる施設構造図 

④ 公園のどの辺りに設置するのかを図示した設置位置図 

※ 設置するにあたり下記３点を兼ね備える必要があります。 

① １階建て 

② 一つの公園に計２棟まで 

③ ２棟あわせて２０㎡以内。公園の広さによって異なるため、詳細はパーク

イノベーション推進課にお問い合わせください。 

※ 要綱と照らし合わせ、事前の立会いが必要であるため、申請書だけでは許可書

の発行はできません。申請方法の詳細については、パークイノベーション推進課

公園占用・台帳担当にお問い合わせください。 

お問い合わせ先：０３－３８８０－０７９９ 

学校に設置するための学校施設管理課への提出書類 

① 行政財産使用許可申請書 

② 行政財産使用料減免申請書 

③ 案内図 

④ 校内位置図 

⑤ 設置する倉庫の仕様書 

※ 申請を行う前に副校長に相談し、学校活動に支障がないことの確認と、学校長

から使用許可の内諾を得る必要があります。申請方法の詳細については、学校施

設管理課学校施設係にお問い合わせください。 

お問い合わせ先：０３－３８８０－５０７２ 

４ 防災倉庫 
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５ 町会・自治会行事に使用する物品を購入、追加したい 

（１）活動用テント購入助成 【Ｒ８拡充（令和１０年度まで）】 

 

助成対象物品 

町会・自治会が交通安全運動や行事等を実施するために使用するテント等の購入・

処分費用を助成します。 

※ 他の助成金等との併用はできません。 

対 象 団 体 

区に登録のある単一の町会・自治会 

※ この助成制度は令和８年度から令和１０年度までの予定です。３年間のうち

１回のみ申請が可能です。 

助 成 金 額 上限１５万円（対象経費の１０割）拡充 

募 集 期 間 

５月１日から１２月末まで 

※ 原則、１日から末日に申請のあったものに対し翌月中旬までに交付決定します

（お急ぎの場合は要相談）。 

助成対象経費 

① テントの購入、購入に伴い廃棄するテントの処分費用 

② 横幕やおもり等のテント付属品の購入、購入に伴い廃棄するテント付属品の処分費用 

留 意 点 

① 『活動活性化用物品』の助成を受けてテントを購入している場合も、本助成を

受けることが可能です。 

② テントの天幕に、区に登録している町会・自治会の正式名称を表示してください。 

③ テント付属品のみの購入は助成対象外です。 

④ 交付決定前に購入した物品は助成対象外です。 

⑤ テント購入後に実績報告書を提出し、３月３１日までに助成金額確定通知書を

受けることが必要です。 

※ 助成金の支払いは、原則、１日から末日に実績報告書の提出があったものに対

し翌月中旬までに助成金額の確定を行い、下旬頃に振込みます（お急ぎの場合は

要相談）。 

相 談 窓 口 地域担当の区民事務所（連絡先は２８ページをご覧ください） 

  

５ 行事に使用する物品購入 
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（２）活動活性化用物品助成 

ア 活動活性化用物品 

助成対象物品 

町会・自治会活動で使用する、下記に記載している物品の購入費用を助成します。 

※ 他の助成金等との併用はできません。 

対 象 団 体 

区に登録のある単一の町会・自治会 

※ 助成を受けた次の年度の４月１日から起算して５年を経過するまでは次の申請

ができません。 

助 成 品 目 

及 び 

助 成 金 額 

活動活性化用物品【限定列挙】・・・上限１０万円（対象経費の６割） 

① 法被、ジャンパー、Ｔシャツ等の上着★ 

② のぼり★ 

③ 机、椅子 

④ ＡＥＤ 

⑤ 草刈機 

⑥ 調理器具 

※ ★の物品は、区に登録した町会・自治会の正式名称を表示してください。 

※ １,０００円未満の端数が生じた場合は切り捨てです。 

募 集 期 間 

５月１日から１２月末まで 

※ 原則、１日から末日に申請のあったものに対し翌月中旬までに交付決定します

（お急ぎの場合は要相談）。 

留 意 点 

① 交付決定前に購入した物品は助成対象外です。 

② 既存の物品の廃棄に係る経費は助成対象外です。 

③ 物品購入後に実績報告書を提出し、３月３１日までに助成金額確定通知書を受

けることが必要です。 

※ 助成金の支払いは、原則、１日から末日に実績報告書の提出があったものに対し翌月

中旬までに助成金額の確定を行い、下旬頃に振込みます（お急ぎの場合は要相談）。 

相 談 窓 口 地域担当の区民事務所（連絡先は２８ページをご覧ください） 

５ 行事に使用する物品購入 
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イ 加入勧誘時配付用物品 

助成対象物品 

町会・自治会未加入世帯への加入勧誘時に配付する物品の購入費用を助成します。 

※ 他の助成金等との併用はできません。 

対 象 団 体 

区に登録のある単一の町会・自治会 

※ 助成を受けた次の年度の４月１日から起算して５年を経過するまでは次の申請

ができません。 

助 成 品 目 

及 び 

助 成 金 額 

加入勧誘時配付用物品・・・上限５万円（対象経費の１０割） 

① タオル 

② 防災グッズ（ブランケット等） 

③ ポケットティッシュ   等 

※ 一世帯あたり税込単価３００円以内です（名入れ代込み）。３００円以内であ

れば、複数個組み合わせることも可能です。 

※ 物品や包装に、区に登録している町会・自治会の正式名称を表示してください。 

募 集 期 間 

５月１日から１２月末まで 

※ 原則、１日から末日に申請のあったものに対し翌月中旬までに交付決定します

（お急ぎの場合は要相談）。 

留 意 点 

① 交付決定前に購入した物品は助成対象外です。 

② 既存の物品の廃棄に係る経費は助成対象外です。 

③ 物品購入後に実績報告書を提出し、３月３１日までに助成金額確定通知書を受

けることが必要です。 

※ 助成金の支払いは、原則、１日から末日に実績報告書の提出があったものに対し翌月

中旬までに助成金額の確定を行い、下旬頃に振込みます（お急ぎの場合は要相談）。 

相 談 窓 口 地域担当の区民事務所（連絡先は２８ページをご覧ください） 

  

５ 行事に使用する物品購入 
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ウ デジタル回覧板導入物品 

助成対象物品 

町会・自治会運営に必要なデジタル回覧板導入用物品の購入費用を助成します。 

※ 他の助成金等との併用はできません。 

対 象 団 体 

区に登録のある単一の町会・自治会 

※ 助成を受けた次の年度の４月１日から起算して５年を経過するまでは次の申請

ができません。 

助 成 品 目 

及 び 

助 成 金 額 

デジタル回覧板導入用物品・・・上限１０万円（対象経費の１０割） 

① パソコン 

② タブレット 

③ スキャナー   等 

募 集 期 間 

５月１日から１２月末まで 

※ 原則、１日から末日に申請のあったものに対し翌月中旬までに交付決定します

（お急ぎの場合は要相談）。 

留 意 点 

① 交付決定前に購入した物品は助成対象外です。 

② 既存の物品の廃棄に係る経費は助成対象外です。 

③ 物品購入後に実績報告書を提出し、３月３１日までに助成金額確定通知書を受

けることが必要です。 

※ 助成金の支払いは、原則、１日から末日に実績報告書の提出があったものに対し翌月

中旬までに助成金額の確定を行い、下旬頃に振込みます（お急ぎの場合は要相談）。 

相 談 窓 口 地域担当の区民事務所（連絡先は２８ページをご覧ください） 

 

５ 行事に使用する物品購入 
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６ 防犯パトロールに使用する物品を購入、追加したい 

（１）地域防犯活動助成 

 

助成対象事業 地域の自主防犯活動費を助成します。 

対 象 団 体 

区内の町会・自治会、商店街、青少年団体、学校関係者等の地域住民によって結成

される団体 

※ １団体につき同一年度内において１回のみ申請が可能です。 

助 成 金 額 

① 構成員が５人以上１０人未満・・・・上限 ６万円 

② 構成員が１０人以上２０人未満・・・上限 ８万円 

③ 構成員が２０人以上・・・・・・・・上限１０万円 

※ いずれも１，０００円未満の端数が生じた場合は切り捨てです。 

対 象 品 目 

① 電飾ベスト 

② ジャンパー 

③ 帽子 

④ 拡声メガホン 

⑤ 懐中電灯 

⑥ のぼり旗 

⑦ 防犯チラシ   等 

※ 詳しくは助成金交付要綱をご覧になるか、下記の担当へお問い合わせください。 

募 集 期 間 ６月１日から１１月３０日まで 

留 意 点 

① 月に２回以上、継続して防犯パトロールを実施する必要があります。 

② 交付決定前に購入した物品は助成対象外です。 

③ 原則、５年以内に助成を受けた物品は再度助成できません。 

※ ただし、劣化等により買い替えが必要なものは再度助成できる場合があるた

め、下記の担当までお問い合わせください。 

相 談 窓 口 危機管理課 防犯活動支援係 ０３－３８８０－５４３５ 

６ 防犯パトロール用の物品購入 
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７ 防犯カメラを設置したい 

（１）地域における見守り活動支援事業補助金 

 

助成対象事業 防犯カメラ設置費用の９６％を助成します。 

対 象 団 体 

区内の町会・自治会、学校ＰＴＡ、商店街、マンション管理組合等、一定の区域の

住民によって構成される団体 

※ 商店街が申請する場合は、町会・自治会等と連携が必要です。 

※ １団体につき同一年度内において１回のみ申請が可能です。 

助 成 金 額 

原則、１団体につき上限５７６万円（対象経費の９６％） 

※ １,０００円未満の端数が生じた場合は切り捨てです。 

※ 他の町会・自治会等と連携した場合の上限は８６４万円です。 

※ 防犯カメラ１台あたりの上限は６０万円です。 

募 集 期 間 

４月１日から６月３０日まで 

※ 令和８年度の募集は終了しました。 

留 意 点 

① 月に１回以上、防犯パトロールを実施する必要があります。 

② 不特定多数の人が往来する道路を映すために設置するカメラが対象です。 

※ 駐輪場やゴミ置き場、私有地等の特定の場所を映すものは助成対象外です。 

③ 他の防犯カメラと撮影場所が重ならないものに限ります。 

④ 申請をご検討の際は、事前に下記の担当までご相談ください。 

相 談 窓 口 危機管理課 防犯活動支援係 ０３－３８８０－５４３５ 

７ 防犯カメラ 
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８ 私道防犯灯を設置、取り替えたい 

（１）私道防犯灯設置助成 

 

助成対象事業 
交通の安全、犯罪の防止及び生活環境整備のため、私道上等への防犯灯の設置、お

よび設置された防犯灯の取替・撤去工事を助成します。 

対 象 団 体 
国又は地方公共団体以外の設置者 

※ 町会・自治会、地域住民、その他個人等が該当となります。 

助 成 要 件 

① 幅員が１.２ｍ以上で道路の両端が公道に接している私道 

② 幅員が１.２ｍ以上で利用戸数が２戸以上の私道 

③ 学校、幼稚園又は保育園等の公共施設に通じていて、区長が適当と認めた私道 

※ 集合住宅等の敷地内通路に設置するものは助成対象外です。 

※ 助成を受けて１０年未満の防犯灯の取替（機器故障等を除く）は助成対象外です。 

助 成 金 額 

以下の基準に基づく標準工事費の範囲内（対象経費の１０割） 

工   種 形 状・規 格 標準工事費（税込） 

共架式新設工事（ＦＬ２０ｗ相当以上） ＬＥＤ灯 ９２，７００円 

独立式新設工事（ＦＬ２０ｗ相当以上） ＬＥＤ灯 ４３０，２００円 

東京電力等申請手続き  ３５，２００円 

ＮＴＴ柱電源配線工 ＮＴＴ柱への新設のみ ２４，０００円 

架空配線工 引込用電線 ２，３００円 

共架式撤去 電柱共架 １８，２００円 

独立式撤去 木・鉄柱等 １９，６００円 

独立柱取替（標示板設置） ポールのみ ３９８，７００円 

独立柱取替（標示板既設） ポールのみ ３８４，８００円 

※ 設置費用の額が標準工事費を下回る場合は、その実際に要した費用の額となります。 

募 集 期 間 

 ４月から２月頃まで 

※ 年度内に工事を完了させ「完了届」を提出してください。 

※ 年度をまたぐ工事は原則として助成対象外です。 

留 意 点 

① 交付決定前に着工した工事・支出した経費は助成対象外です。 

② 独立柱を設置する場合は、土地所有者の「土地使用承諾書」を提出してくださ

い。 

③ 設置工事完了後は速やかに「完了届」を提出し、設置基準に適合しているか区

の検査を受ける義務があります。基準を満たさない場合や、年度内に完了届が

出ない場合は決定が取り消されるため、ご注意ください。 

相 談 窓 口 道路管理課 助成担当 ０３－３８８０－５０１２ 

８ 防犯灯 
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９ 会館・土地の賃借料、会議室の使用料の助成を受けたい 

（１）会館等賃借料及び借用施設の使用料助成 

ア 会館・土地の賃借料 

※ 同一年度内において、会館・土地賃借料又は借用施設の使用料（２０ページ参照）のどちらか一回

のみ申請可能です。  

助成対象事業 

会館等を所有しておらず、貸主と町会・自治会との間で１年以上利用の同意が取り

交わされ継続した利用が見込まれる、町会・自治会が会館・土地を管理・運営してい

る建物・土地の賃借料を助成します。 

※ 申請前に区民事務所（区）と事前協議が必要です。 

※ 各町会・自治会１か所のみ対象です。 

※ 他の助成金等との併用はできません。 

対 象 団 体 
区に登録のある単一の町会・自治会 

※ 同一年度内において１回のみ申請が可能です。 

助 成 金 額 

賃借料・・・上限２０万円（対象経費の６割） 

※ 敷金、礼金、保証金、手数料、更新料、共益費等は除きます。 

※ １,０００円未満の端数が生じた場合は切り捨てです。 

募 集 期 間 

５月１日から３月中旬まで（令和８年度は３月１２日まで） 

※ 対象経費を支払い後に申請してください。 

※ 原則、１日から末日に申請のあったものに対し翌月中旬までに交付決定します。３月

に申請のあったものは３月末日までに交付決定します（お急ぎの場合は要相談）。 

※ 助成金の振込み時期について、交付決定後に請求書兼口座振替依頼書を提出いた

だき、原則２週間～１か月後に助成金を振込みます（お急ぎの場合は要相談）。 

助成対象外 

① 単に民家の一室等を借用しているもの 

② 単に広場、ロビー、倉庫又は駐車場を借用しているもの 

③ マンション又はアパートのみで構成される町会・自治会で、マンション管理組

合等の別組織が所有しているもの 

④ 区等から土地の貸付を受け、減免されているもの 

⑤ 賃借する物件が町会・自治会で使用していない、又は他の団体が占有しているもの 

相 談 窓 口 地域担当の区民事務所（連絡先は２８ページをご覧ください） 

９ 会館等の賃借料・使用料 
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イ 借用施設の使用料 

助成対象事業 

会館等を所有しておらず、借用施設の使用目的が、町会・自治会の運営、活動に関

する会議、事業の準備等である会議室の使用料を助成します。 

※ 他の助成金等との併用はできません。 

対 象 団 体 

区に登録のある単一の町会・自治会 

※ 同一年度内において１回のみ申請が可能です。 

助 成 金 額 

使用料・・・上限 ３万円（対象経費の６割） 

※ 敷金、礼金、保証金、手数料、更新料、共益費等は除きます。 

※ １,０００円未満の端数が生じた場合は切り捨てです。 

募 集 期 間 

５月１日から３月中旬まで（令和８年度は３月１２日まで） 

※ 対象経費を支払い後に申請してください。 

※ 原則、１日から末日に申請のあったものに対し翌月中旬までに交付決定します。３月

に申請のあったものは３月末日までに交付決定します（お急ぎの場合は要相談）。 

※ 助成金の振込み時期について、交付決定後に請求書兼口座振替依頼書を提出いた

だき、原則２週間～１か月後に助成金を振込みます（お急ぎの場合は要相談）。 

助成対象外 

① 区等が設置する施設等で、減免することができるもの 

② 専ら飲食や娯楽のために利用する施設であるもの 

相 談 窓 口 地域担当の区民事務所（連絡先は２８ページをご覧ください） 

※ 同一年度内において、会館・土地賃借料（１９ページ参照）又は借用施設の使用料のどちらか一回

のみ申請可能です。  

９ 会館等の賃借料・使用料 
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10 会館の建設、修繕等を行いたい 

（１）会館整備事業助成 

ア 建設、修繕、用地取得 

助成対象事業 

建 設 

修 繕 

法人化した町会・自治会が行う、工事費１００万円以上の会館の新

築、改築、修繕または建物の購入費用を助成します。 

※ 会館の床面積   １階建て・・・・３０平方メートル以上 

２階建て以上・・５０平方メ－トル以上 

※ 増改築の場合は、増改築に係る床面積が１０平方メートルを超え、

かつ、増改築後の床面積が前述のとおりであること。 

用地取得 

法人化した町会・自治会が行う、建物の新築又は建物の購入に伴う土

地の購入、借地権の設定、既に町会・自治会が所有している建物が適法

に存する土地の購入費用を助成します。 

※ 現に建物がない場合は、土地の購入日から３年以内に建設する場合

に限る。 

※ 造成経費並びに借地権料及び区有地を借地した場合の借地権利金は

除く。 

※ 他の助成金等との併用はできません。 

対 象 団 体 

及 び 

助 成 金 額 

法人化している町会・自治会・・・上限１,０００万円（対象経費の６割） 

※ 助成を受けた町会・自治会は、助成を受けた年度から起算して１０年を経過す

るまでは次の申請ができません。 

※ 備品、什器類の購入経費は助成対象外です（エアコン、照明器具、厨房器具を

除く）。 

※ 会館管理運営費用は助成対象外です。 

※ １,０００円未満の端数が生じた場合は切り捨てです。 

募 集 期 間 

通年 

※ 申請を受けてから１か月程度で交付決定します。 

留 意 点 工事完了又は建物購入後１年を経過したものは、申請することができません。 

相 談 窓 口 地域担当の区民事務所（連絡先は２８ページをご覧ください） 

10 会館の建設・修繕 
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イ 不動産登記に伴う法定手続き費用 

助成対象事業 

法人化した町会・自治会が所有する会館の敷地の不動産登記に伴う法定手続費用を

助成します。 

※ 町会・自治会会館として独立した施設であること。 

※ 他の助成金等との併用はできません。 

対 象 団 体 

及 び 

助 成 金 額 

法人化している町会・自治会・・・上限１００万円（対象経費の５割） 

※ 助成を受けた町会・自治会は、助成を受けた年度から起算して１０年を経過す

るまでは次の申請ができません。 

※ １,０００円未満の端数が生じた場合は切り捨てです。 

募 集 期 間 

通年 

※ 申請を受けてから１か月程度で交付決定します。 

留 意 点 交付決定前に支出した経費は助成対象外です。 

相 談 窓 口 地域担当の区民事務所（連絡先は２８ページをご覧ください） 

10 会館の建設・修繕 
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11 環境に貢献する活動をしたい 

（１）環境基金助成 

 

助成対象事業 
区内で実施する環境貢献活動に助成します。 

「新たに取り組む活動」または「すでに取り組んでいる活動の拡充」部分が対象です。 

対 象 団 体 
① 区民、区内の事業者・団体（町会・自治会含む） 

② 区内で助成対象活動を行う区外の事業者・団体 

助 成 金 額 

① ファーストステップ助成・・・上限２０万円 

（環境に関する勉強会など、新たな環境貢献活動のきっかけづくりとなるもの） 

② ｅｃｏ Ｕ－３０助成・・・上限３０万円 

（３０歳未満が主体もしくは対象となる環境貢献活動） 

③ 一般助成・・・上限１,０００万円（原則、助成対象経費の５割） 

※ １,０００円未満の端数が生じた場合は切り捨てです。 

 

 

 

 

募 集 期 間 

４月から５月まで、１２月から１月頃まで（２回募集予定） 

※ 区ホームページとあだち広報でお知らせします。 

【申請から助成金交付まで】 

 

 

 

 

留 意 点 

① 足立区環境基金審査会による審査があります。 

② 申請書類は区ホームページまたは、環境政策課窓口で配布しています。 

③ 申請前に、下記担当へ事前相談が必要です。 

相 談 窓 口 環境政策課 計画推進係 ０３－３８８０－６０４９ 

11 環境貢献活動 

【活動の例】 

① 学生からシニア世代を交えたごみ拾いイベントの実施と環境啓発講座の開催 

② 町会・自治会の役員及び住民へ向けた勉強会や施設見学を実施し、敷地内の緑

化や緑地の保全、廃棄物の適正処理と地域への啓発活動 

助
成
金
交
付 

実
績
報
告
書
提
出 

 

申
請
書
提
出 

活
動
期
間 

交
付
／ 

不
交
付
決
定 
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１ 助成金の活用事例 

 

≪参考≫ 助成金活用事例 

子ども向けイベントとして「もちつき大会」を実施しました。本イベントは、町会未加入世帯も参加

できるよう、誰でも気軽に来場できる環境を整えました。開催２か月前から、町会ホームページ、掲

示板、回覧板で周知したことやＰＴＡを通じて案内したことから、多くの子どもたちに参加してもら

うことができました。 

当日は、参加した子どもたちが日本の伝統文化を体験する機会となり、町会が貴重な経験・体験

ができる場であることをアピールできたと考えています。さらに、世代間の会話が生まれる機会に

つながり、地元愛の醸成にも寄与できたの 

ではないかと考えています。 

今回のイベントでは、町会の子ども向けイ 

ンベトをまとめたチラシの配布も行い、町会 

未加入の方に活動を知ってもらうきっかけ 

となりました。町会の雰囲気が気に入った 

方から加入申し込みもあった充実したイベ 

ントとなりました。 

『町会・自治会未加入世帯も参加できる子ども向けイベント費用助成』を活用 

（令和７年度 興野町会） 

シニアコミュニティの再構築や高齢者の閉じこもり防止を目的として、「絆たいそう教室」を専門家

の指導のもと毎月 1～2回開催し、転倒防止や歩行改善に効果的な運動指導と筋量測定会を実施し

ました。  

地域包括支援センターの協力で募集を行ったことや、口コミにより回を重ねるごとに新規参加者が

増え、想定を上回る参加により大成功の事業となりました。 

この事業を通じて高齢者の健康意識が高まり、区が推奨する「ぱく増し（たんぱく質を多く含む食生

活）」に関心を持つ方や運動習慣を見直すきっかけとなる方が多く、大変好評をいただきました。 

『地域活性化事業助成』を活用 

（令和７年度 東和一丁目自治会） 
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地域の清掃活動やパトロールで使用するため、自治会活動用のビブスを購入しました。 

活動時に参加者全員がビブスを着用することで一体感が生まれ、地域の方々から声をかけていただ

く機会も増えました。その結果、自治会活動を知ってもらうきっかけとなっています。 

『活動活性化用物品助成』を活用 

（令和７年度 千住八千代自治会） 

マグネットタイプの掲示板を設置するために助成金を使わせていただきました。掲示する担当者か

ら「手が痛くなることや指を切る心配がなくなった」と聞いております。 

また、掲示物が雨に濡れないよう扉があるものにしたため、掲示物の劣化を防ぎつつ、安心して閲

覧できるようになりました。 

助成金を活用して設置した掲示板は１０年間助成金で買い替えることはできませんが、設置場所が

異なれば助成金を活用できるため、別の場所の掲示板も順次更新していく予定です。 

『掲示板設置費用助成』を活用 

（令和７年度 六木二丁目町会） 

 

これまで町会加入を勧めるお宅訪問では粗品を 

お渡ししていませんでした。今回の助成金で町会名 

入りのタオルを購入し、未加入世帯へのお宅訪問時 

に活用しています。 

タオルを１つ用意するだけで役員の気が楽になる 

とともに、訪問先の方々にも喜んでいただくことが 

できています。 

『加入勧誘時配付用物品助成』を活用 

（令和７年度 西保木間二丁目町会） 

 

≪参考≫ 助成金活用事例 
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高額な防犯カメラですが、96%の補助もあり設置をすることができました。 

地域全体の安心感が格段に増したように感じます。先日、警察の捜査にカメラ映像を提供したところ

検挙に繋がり、後日警察署長から自治会へ感謝状をいただきました。町会内でも喜びの声が広がって

います。設置費用の他にも、点検・修繕費や維持管理費の補助もあるため助かっています。 

『地域における見守り活動支援事業補助金』を活用 

（令和７年度 千住曙町自治会） 

 

通年でパトロールを行っていますが、今回は町会名入りのジャンパーの購入補助を申請しました。町

会名入りのジャンパーを着用することで、防犯活動を広く地域に周知できるほか、活動員の統一感が生

まれ、地域住民に安心感を与える効果が期待されます。青色防犯パトロールをはじめとした様々な防犯

活動で継続的に着用し、防犯意識の啓発に活用しています。 

『地域防犯活動助成』を活用 

（令和７年度 下沼田町会） 

 

新たに私道防犯灯の新設や、従来の蛍光灯から LED灯に交換する設置工事にあたり、令和６年度

から区が工事費の実費相当分を補助してもらえるとの話を聞きました。 

私たちの町会は、この機を逃さず、街を明るく照らし、節電効果もある、LEDタイプの私道防犯灯

への切り替えに積極的に取り組むことにしました。 

その結果、令和７年度は、町内全体で５５灯もの防犯灯（ＬＥＤ灯タイプ）を区の補助金で取り替える

ことができ、夜間の視認性の向上により、自動車事故の予防や子どもの一人歩きについても、以前よ

り安心感が増してきたと感じております。 

今後も、町会として、引き続き『私道防犯灯設置助成』を活用し、より明るく生き生きとした街づく

りに取り組んでいきたいと決意を新たにしております。 

『私道防犯灯設置助成』を活用 

（令和７年度 舎人町会） 

≪参考≫ 助成金活用事例 
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「多世代ごちゃまぜのゴミ拾いイベントの開催とコミュニティの共創」を実施しました。 

大学生からシニア世代までが参加し、ゴミ拾いを通じた世代間 

交流により、若年層の環境意識の向上につなげることができまし 

た。また、関係機関との協力関係を構築することで、持続可能なコ 

ミュニティを立ち上げることができました。 

助成金は専門家による講話への謝金や参加者を募るための広 

告費などに活用しました。 

『環境基金助成』を活用 

（令和６年度 かけはしサロン ※） 

※千住地域を拠点とし、地域活動に取り組む団体 

≪参考≫ 助成金活用事例 
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２ 相談窓口 
地域調整課の助成金の申請は地域担当の区民事務所にご相談ください。その他部署の助成金の申請は

各部署にご相談ください。 

令和８年１０月１日現在 

区民事務所 電 話 番 号 所 在 地 

伊 興 ０３－３８９９－１０４８ 伊興 1-24-12 

梅 田 ０３－３８８０－５３８１ 梅田 7-33-1 エル・ソフィア内 

興 本 ０３－３８８９－０４５７ 本木東町 17-10 

江 南 ０３－３９１２－９３５１ 小台 2-4-18 江南センター内 

江 北 ０３－３８９０－４２０１ 江北 3-39-4 江北センター内 

佐 野 ０３－３６２８－３２７１ 佐野 2-43-5 佐野センター内 

鹿 浜 ０３－３８５３－２３０１ 鹿浜 6-8-1 鹿浜センター内 

新 田 ０３－３９１９－７１２６ 新田 2-2-2 新田センター内 

千 住 ０３－３８８２－１１３３ 千住 3-92 千住ミルディス 1番館 10階 

竹 の 塚 ０３－３８８３－１４００ 竹の塚 2-25-17 竹の塚センター内 

中 央 本 町 ０３－３８８０－５９０４ 中央本町 1-17-1 区役所南館 3階 

舎 人 ０３－３８９９－４０１４ 舎人 1-3-26 舎人センター内 

中 川 ０３－３６０５－８４７１ 中川 4-43-4 

西 新 井 ０３－３８９０－４３３１ 西新井 1-4-17 西新井センター内 

花 畑 ０３－３８８４－４４５１ 花畑 4-20-2 ※仮設庁舎 

東 綾 瀬 ０３－３６２０－１９５１ 東綾瀬 2-3-21 ※仮設庁舎 

保 塚 ０３－３８５８－９８７０ 保塚町 7-16 保塚センター内 

 

地域調整課 

地域調整係 
０３－３８８０－５８６４ 中央本町 1-17-1 区役所南館 3階 

環境政策課 

計画推進係 
０３－３８８０－６０４９ 中央本町 1-17-1 区役所南館 11階 

危機管理課 

防犯活動支援係 
０３－３８８０－５４３５ 中央本町 1-17-1 区役所南館 7階 

道路管理課 

助成担当 
０３－３８８０－５０１２ 中央本町 1-17-1 区役所北館 4階 

 

≪参考≫ 相談窓口 
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